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シンガポールの労働安全に対する取組み

関　本　　　昇・久保田　祥　一

シンガポールでは，国際的にもߴ水準な࿑働安全ڥを指し，様ʑな࿑働安全Ӵ生に関する੍度が͋
る。施工会ࣾのリスクマネージϝントやڭҭプロάラムに対する資ۚԉॿ੍度，安全成に対する報ঈ੍
度等，日本ではೃછみのないシステムも͋る。また，作業ॴ内での工事ڐ可申੍度や，非ৗにの大
きな技術੍࢜度など，シンガポールの工事にたͣさわった日本ਓが，まͣ最ॳにށう੍度等も͋る。本
。するࠂでは，こういった੍度のհとւ֎シールド施工での安全に関する意工について報ߘ
キーワードɿւ֎工事，シンガポール，リスクマネージϝント，ݚम੍度，P&੍度，シールド工事

1．はじめに

シンガポールにおける建設資は，リーマンショッ
クҎ߱ݎௐに増Ճしており，そのֹは毎年ˈ200 ʙ
ˈ280 ԯ 4(D のध要がݟ込まれている。一方で，そ
の建設資を具現化する主要リιースで͋る࿑働ྗの
΄΅ 100ˋがアジア地Ҭをத৺とした多様な国ʑに
よってまかなわれている。そのような日本とはҟなる
建設࿑働ڥのもとで，シンガポールは，国際的
にもߴ水準な࿑働安全ڥを指し，日本にはない࿑
働安全Ӵ生に関する੍度が͋る。本ߘでは，そのよう
な੍度をհするとともに，චऀがݧܦしたトンネル
工事に関する安全面での工や事例を記載する。

2．労働安全環境を向上させるための法整備

2006 年に日本でいう࿑働安全Ӵ生法（8orLpMace
4aGetZanEHeaMthAct2006）が改ਖ਼された。その主
が͋らか͡めリスクを排除・ܰ減するリऀは，関ࢫ
スクマネジϝントを実施することで࿑働安全ڥを
上させることで͋る。そのなかで，リスクアセスϝン
トによる安全Ӵ生管理システムの運用をٛ務けてい
る。その方針のもとに定められたいくつかの੍度をҎ
下に記す。

（1）  リスク管理支援基金（RMAF：Risk Manage-

ment Assistance Found）
シンガポールは，தখا業のリスク管理能ྗ
上を的とし，リスク管理支ԉ基ۚ（3.A'）を設

ஔしている。この基ۚを利用することで，தখا業が
リスク管理マネジϝントシステムをߏஙする際に必要
となった֎෦コンαルタントのෛ୲をܰ減すること
ができる。具体的には，申したا業を৹ࠪし，その
成果がೝめられた場߹に，それに要した֎෦コンαル
タントඅ用の 90ˋまで，最6,000ˈߴ 4(Dの支ԉがड
けられる。

（2）ビズセーフ（bizSAFE）
Ϗζセーフ（CJ[4A'&）とは，ا業がリスクマネー
ジϝントシステムをशಘするためのプロάラムで͋
る。これは，2007 年 4 月に࿑働安全Ӵ生ࢾ問ҕ員会
（84HCɿ8orLpMace4aGetZanEHeaMthCoVncJM）が，
ਓ材開発省（.O.ɿ.JnJTtrZoG.anpower）の支ԉ
の下でਐめている。このプロάラムには，शಘすき
項がޒஈ֊に分かれており，最ऴプロάラムがऴྃ
した際には，国際ن格にద߹していることがೝূされ
る。これに参Ճしているؒظは，֎෦コンαルタント
や৬員ݚम等に対する資ۚԉॿをडけることができ
る。

（3）建設業生産性向上プロジェクト
建ங建設ி（BCAɿBVJMEJnH anEConTtrVctJon
AVthorJtZ）により，ਐめられているこのプロジΣク
トは，建設業の࿑働ਓ口増Ճがظできないので，建
ஙの設計や建設࣌に工することで省ਓ化をਪਐす
るもので͋る。建設࣌の機械化やプレハブ材のద用，
省ਓ化にదする施工方法や材料を࠾用した場߹，それ
らにかかるՃඅ用に対してԉॿがಘられる。例͑
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，ߴॴ作業ंやフΥークリフト等建設機械の購入අ
やそのリース，省ਓ化のためྲྀߴ動コンクリート等
材料に対してద用される。

（4）  労働安全環境に対する報酬制度（ESS：Envi-

ronmental, Safety and Security Consider-

ations）
-5A（-anE5ranTportAVthorJtZ）では，ಠࣗの
安全評価基準により各作業ॴの࿑働安全ڥを毎月点
化し安全成を評価している。この評価点（ຬ点
100 点）は，対作業ॴの度やڧ度，安全ύト
ロールの݁果，作業ॴの安全Ӵ生׆動のঢ়گ等からࣗ
動的に算出される。この評価点により月毎の報ुֹが
ܾまり，その૯ֹ（工事ऴྃまでの߹計ֹۚ）は最大
でෛۚの 0.5ˋ͋るいはˈ1.25 ඦສ 4(Dのগない方
を上ݶとしている。この੍度は，作業ॴの࿑働安全
的な手法で点化するだけでなく，それにԠ؍を٬ڥ
͡た報ुという成果主ٛをみ込Ήことで，ܧଓ的に
作業ॴの࿑働安全ڥの上ଅਐを意図したもので͋
る。この &44 ੍度による報ुは，ݻ定෦分と変動෦
分からなっている。変動෦分は，毎月の評価点により
最大で変動෦分の0.5ˋ増ֹ，最গで0.5ˋ減ֹとなる。

3．作業所で実施する労働安全衛生活動

建設業࿑働安全Ӵ生نଇ（5he8orLpMace4aGetZ
anEHeaMth（ConTtrVctJon）3eHVMatJonT）で定められ
た੍度のなかから，その特的なものをҎ下に記す。

（1）許可申請工事制度（Permit-to-work System）
解体・औյし工事，۷削工事（ਂさ 1.5 m Ҏ上），
クレーン作業，杭打ͪ工事，トンネル工事，場作業
さߴ） 2 mҎ上），ڱᯀۭؒでの作業が，この੍度に
֘当する。これらの作業は，建設工事のதでのݥة作
業というҐஔͮけで͋る。日本でいう「工事計ըಧ」
や「機械等設ஔಧ」のように行（࿑基ॺ）にఏ出す
るのではなく，作業ॴ内でのڐ可申工事੍度で͋
る。֘当する工事のઐ会ࣾは，その工事における役
ׂを໌֬にした৫図，施行手ॱ，安全管理計ը，リ
スクアセスϝント等の書ྨをݩに事લに申する。
それらを安全管理ऀが安全ੑを৹ࠪし，現場理ਓが
作業ڐ可する੍度で͋る。現場理ਓは，実作業࣌に
作業ঢ়گがݥةで͋ると判அした場߹は，ͪに作業
可をऔりফすことができる。この੍度にҧした場ڐ
߹は，േଇۚ（最大ˈ20,000 4(D）となる。

（2）技術士制度（PE：Professional Engineer）
P& とは，シンガポール技術ऀに༩͑られる資格の
ͻとつで，その資格要݅や資格औಘの৹ࠪ内容は P&
法によりن定されている。࿑働安全Ӵ生نଇでは，多
くの分で P&による仮設設計やその検ࠪがٛ務け
られている。例͑，杭やࢁ留め材（۷削ਂさ 4 m
Ҏ上），型支อ工等の仮設ߏの設計と仮設材設
ஔޙの安全ੑを֬ೝする検ࠪは，P& が行う。P& の
下で安全ੑをอোする੍度で͋り，P&の役ׂと
は大きい。それނに，࣌にはա大と思われる設計
になることも͋る。

（3）建設業のデング熱感染防止対策
日本においてもデンάにײછする事例が増Ճして
いるが，シンガポールではデンάײછ防ࢭの法を
整備し，໓するく国Ո的にऔりΜでいる。作業
ॴにおいては，基地内は水ཷりをྗۃ作らないように
排水施設の整備と舗装基盤によりෆをなくすととも
に，定ظ的なࡴࡎのࢄ，߱Ӎޙには水ཷりの除ڈ
等を実施し，ײછݯで͋るգの発生を防ࢭしている。
作業ॴには，ڥி（/&Aɿ/atJonaM&nWJronment
AHencZ）の立入検ࠪが事લ通ࠂなしで実施され，水ཷ
り等からգの༮が検出された場߹は，േۚがՊせら
れる（ҧॳճɿˈ1,000 4(D，2ճɿˈ2,000 4(D，
それҎ上ɿ̍ 10,000 4(DҎ下または6か月Ҏ下ܐݻې）。

4．  シールド工事に関連する建設機械の安全
管理

シンガポールのシールドトンネル工事で使用する機
械，ిؾ関連設備の安全対策やそれに関連する੍度に
ついてҎ下に記す。

（1）クレーン等楊重設備
シールドトンネル工事で使用するҎ下のようなク
レーン等༶ॏ設備を使用する。
・型クレーン
・移動式クレーン（ラフター・クローラ・Ϣニック
等）
・5B.エレクター
・ి動ホイスト
・νΣーンブロック・レόーブロック etc.
およそを上͛る道具は全て，現場で使用するに
は，P& の計算書及びূ໌書（CertJpcate）が必要で
͋る。移動式クレーンの場߹，クレーン業ऀの持ͪ込
み書ྨでその能ྗをূ໌することが出དྷるが，型ク
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レーン，エレクター，ి動ホイストはՙॏݧࢼを要ٻ
され，地盤ྗ，࣏具ڧ度については P&による計
算書やূ໌書が必要で͋る。
クレーン作業において必要な P&CertJpcate をҎ下

に記す。
・クレーン本体（能ྗ）
・クレーン設ஔ地盤ྗ
・࣏具ڧ度（ϫイϠー・ベルト・シャックル等）
シールド機立計ըでは，設計ऀからॏ量で͋る
シールド機入࣌に発生するクレーンྗが，طに۷
削がऴྃしている立の土留め支อ工にӨڹしないよ
うな計ըをٻめられた。設計ऀ，シールド機ϝーΧ，
P&と打߹せをॏͶた݁果，入に使用する 500 t の
オールテレーンクレーンのアウトリガーҐஔに杭基礎
を施工した。そのߏは P&の設計によるもので，ア
ウトリガー 1 ϱॴについて 3 本の 3C 杭（250 ʷ
250 mm）とそれらに支持されたްみ 1.1 m のベース
コンクリートからなるもので͋る（図─ 1参র）。ま
た，クレーン基礎を設ஔする際には，地下ຒ設の種
ྨやҐஔ情報を事લに֬ೝすることもॏ要で͋る。

（2）軌道車両及び軌道装置
道装ஔ計ըでは，Ҏ下のような安全ي道ं྆及びي
対策をٻめられる。
道ं྆（機関ं，ζリ鋼ं及びセάϝントं）ي・
のフΣールセーフブレーΩシステム設ஔ

・マンνΣスターήート（ҳ防ࢭ用ήート）によ
るҳ防ࢭ装ஔの設ஔ

・લ方֬ೝのためのCC5VΧϝラの設ஔ
フΣールセーフブレーΩシステムとして，内ي道
ं྆の全てにエアーブレーΩを設ஔした。ここでड़
るエアーブレーΩとは機関ंに載したコンプレッ

αーによる圧ॖۭؾを用いたディスクブレーΩの事
で，ఀ࣌ࢭにৗ࣌ブレーΩがかかるシステムで͋る。
つまりエアーブレーΩはي道ं྆移動࣌のみ解除さ
れ，ఀࢭするとಉ࣌にࣗ動的に全てのंのंྠを
ロックし，ҳを防ࢭするシステムで͋る。
このシステムは，機関ंに載したコンプレッαー
からの圧ྗが各ं྆の੍動෦に作用しているؒはブ
レーΩが解除され，減圧されることでブレーΩが作動
する仕みで͋る。したがって，圧ॖۭؾを全ての੍
動෦に作用させるため，全てのंؒは，エアーホー
スでଓされる。立等でं྆のりしやりճし
の際に支োとならない様，各ंؒのホースにόルブ
やϫンタッνジョイント等を設け，作業ੑを工する
必要が͋る（図─ 2参র）。

また，ي道ं྆のҳによるࡂを防ࢭするため，
マンνΣスターήートをޙଓंのલ྆ޙと立
口近に設ஔした。これは，Ӌ近と立下で作業
員がي道ं྆との৮ࡂを防ࢭするための安全設備
で͋る。マンνΣスターήートはৗ࣌ดめておき，ي
道ं྆通ա࣌のみήートを開ける。実施した工事で
は，このήートの設ஔが仕様書に໌記されている。マ
ンνΣスターήートは，ي道ं྆通ա࣌にはઐήー
トオペレーターがήートの開ดを行った（写真─ 1参
র）。
方にޙ道ं྆の最يかってに，機関ंはӋに࣍
Ґஔしていたҝ，۷削土やセάϝント運ൖの際，オペ
レーターは機関ंのલ方（Ӌଆ）を視ೝすることが
出དྷない。そのҝ，ي道ं྆ઌ෦に CC5VΧϝラ
を，機関ं運転੮にϞニターを設け，オペレーターは
લ方のঢ়گをϞニターにて֬ೝしながら運転を行う。
CC5VΧϝラのઢもエアーブレーΩホースの設
ஔとಉ様に立෦でのंりճしを考ྀし，ϫン
タッνジョイント等簡қにऔり֎しができる工をす
る必要が͋る（図─ 3参র）。

ਤᴷ �　ΫϨʔϯΞτϦΨʔ൫ิߏૅجߌ༺ڧਤ

ਤᴷ �　ΤΞʔϒϨʔΩγεςϜ֓ཁਤ
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（3）電気関連設備
डి設備は 4VC�4tatJon とݺれる建とコンテφ
のෳ߹ߏによって設ஔされる（写真─ 2参র）。
工事用ిྗडڅのྲྀれをҎ下に記す。
ᶃड変ి設備（現場内ిؾ設備）デザイン
ᶄిྗ会ࣾ（Power�(rJE）とܖ
ᶅ現場内 4VC�4tatJon 建（4wJtch�3oom）設ஔ
ᶆి ྗ会ࣾ（Power�(rJE）が 4VC�4tatJon4wJtch�
3oomまでߴ圧ઢ（22 LV）ઢ・ଓ

ᶇ変ి設備コンテφ（トランス，圧主װ盤）設ஔ，
4wJtch�3oomとઢଓ，アース設備設ஔ（地
߅1ЊҎ下），ආཕ装ஔ（-JHhtnJnH�ProtectJon）
設ஔ

ᶈ の関ؾి）8&- P&）によるిؾ設備使用લ
検ࠪ

ᶉ Power�(rJE による通ి

ᶊ現場内圧ઢ，分ి盤（DB�BoY）設ஔ
ᶋෛՙ設備ଓ，使用開࢝
設備の計ըにおいて留意する点は，安全上及びؾి
圧ઢの地上ઢができない。そのߴの点からޢอ؍ܠ
ҝ Power�(rJE のߴ圧ઢは全て地下ຒ設となるの
で，計ը・工事ともにؒ࣌を要する。
一般的に設計から実際に 4VC�4tatJon に通ిするま
で 1年かかるとされており，ిؾ設備の計ը・手は
ԿよりもઌΜ͡て行わͶならない。また，22 LV と
いうߴ圧ిྗをऔりѻうҝ，-&8による検ࠪは非ৗ
にݫしく，डిڐ可にؒ࣌を要するݪҼでも͋る。
ి方式は日本とҟなりࡾ૬ 4ઢ式（தੑઢ地方
式）で͋る。そのҝ各૬のόランスが่れるようなෛ
ՙのઢଓを行うとதੑઢに設ஔされたリレーが࿙
ిとײし，開ดثをःஅ（ߴ圧ଆもؚめて）するこ
とが͋る。この際も -&8はそのݪҼが判໌し，全
に改ળされるまでిྗの࠶通ిをڐ可しない。Ҏ上の
点から現場での急なఀిに対する安全対策として発ి
機を併用使用するのが一般的で͋る。
地上෦の圧ઢでは，ిײ防ࢭの؍点からۚଐ෦
材とిઢの৮をࢭېしている。例͑୯管ࡤにԊっ
てిؾઢをする際には，プラスνックもしくはΰ
ムコーティンάされたઢラックを用いてઢしなけ
れならない。地下ຒ設の際のిઢ管もۚଐ管は用い
ͣԘϏ管で行うのが一般的で͋る。トンネル内ઢも
ۚଐのઢラックにΰムホースのΧόーをかけて行
う。
また，デンάのײછを防ࢭするため，4wJtch�
3oom及びコンテφのࠜ෦にӍ水がཷらないような
ࠜを設ஔすることがٛ務けられている。

5．おわりに

シンガポールでは急なগࢠ化がਐΉத，増Ճする
֎国ਓのड入れを減らす策と転した。一方で，

ࣸਅᴷ �　ϚϯνΣελʔήʔτʢޱ෦ɾं෦ʣ

ࣸਅᴷ �　4VC�4UBUJPO

ਤᴷ �　$$57γεςϜ֓ཁਤ
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られたݶ，をҡ持するためにはྗ׆ࡁܦいߴともޙࠓ
࿑働ྗの生ੑ࢈と安全ੑの上がٻめられており，日
本にはない安全に関する੍度や工・औみが͋る。
গྸߴࢠ化ࣾ会をܴ͑た日本においても，࿑働ྗとそ
の࣭の下が༧され，シンガポールとಉ様の՝題に
面しているとい͑る。本ߘでհした事例が，日本
国内およびւ֎で׆動しているا業の࿑働安全上に
対して参考になれਙで͋る。


ʦචऀհʧ
関本　ঢ（せきもと　の΅る）
工業᷂౻ࠤ
シンガポール支ళ

อా　一（く΅た　しΐういͪ）ٱ
工業᷂౻ࠤ
シンガポール支ళ




